台湾におけるシェアサイクルのモデル間競争 -- Ubike対Obike (特集 シェアリング・エコノミー -- 新たなビジネスとサービスのかたちを探る) by 佐藤 幸人
台湾におけるシェアサイクルのモデル間競争 --




経済研究所 / Institute of Developing














































































14 アジ研ワールド・トレンド No.267（2018. 1）
900元の保証金も障害となっていたが、現在は廃止さ
れている。
Obikeの会員数は、8月には50万人を超えている
（『聯合報』2017年8月13日）。一方、Ubikeの利用状況
をみるかぎり、Obikeの影響は認められない（『聯合
報』2017年8月7日）。
ユーザー以上に地方自治体に受け入れられるかどう
かが、Obikeにとって難関となっている。どこでも乗
り捨てられるというObikeの特長は、無秩序な放置に
つながりやすく、歩道を塞いだり、街の景観を損ねた
りするからである。街の美観を整える効果を持つ、ス
テーション方式のUbikeとは好対照である。
さらに台湾特有の問題がある。台湾では今も多くの
オートバイが走っている。地方自治体はその駐車ス
ペースを時間と費用をかけて整備してきた。それでも
なお不足気味である。いきなり投入された数百台、数
千台のObikeはその駐車スペースを奪い取ることに
なった。Obike側は、自分たちにも公共のスペースを
使う権利があると主張しているが、地方自治体からす
ればあまりに手前勝手な言い分である。
大勢として地方自治体のObikeに対する姿勢は次第
に厳しくなっている。台中市政府は一貫してObikeの
進出を認めていない。新北市政府は7月から市内の主
要な駐車スペースにおいて、Obikeの駐輪を禁止した。
台北市政府が今、準備している条例は、どこでも乗り
捨てられるというObikeの最大の特長を制限しようと
している。Obikeが限られた公共のスペースを使う以
上、地方自治体との協調なしでは成り立ちえない。
Obikeが今後、地方自治体との間に妥協の余地を見出
し、Ubikeと競っていくのか、それともこのまま居場
所を失っていくのか、注視していきたい。
（さとう　ゆきひと／アジア経済研究所　新領域研究
センター）
よって利便性が大きく増した。一方、ジャイアント側
もシステムを改善し、上述のように登録手続きを簡素
化し、保証金も撤廃した。こうしてUbikeは軌道に乗っ
たのである。劉氏はUbikeのようなPPP事業が成功す
るには、行政側が政策を整備し、予算を手当てするこ
とと、運営業者が熱意と専門能力をもって取り組むこ
とが不可欠だと述べている。
●ObikeとUbikeの違いと地方自治体との軋轢
今年になって台北の街角では、黄色を基調としてい
るがUbikeとは違った自転車もみかけるようになった。
これがObikeである。Obikeはシンガポール発の純民
間の営利事業であり、台湾では台北など10の県・市で
スタートしている。
ObikeとUbikeの最大の違いはステーションの有無
である。Obikeはどこでも乗り捨てることができる。
借りるときはスマホのアプリで最も近くの自転車を探
し、自転車のQRコードをスマホで読み取れば鍵が解
除される。ほかにもいくつかの違いがある。ユーザー
の声をきいてみよう。
・ 　記者は変速できないObikeと三段変速のUbikeを
借りて、勾配のきつい台北市の民権大橋を走って実
測してみた。Obikeは明らかに力を入れてこがなけ
ればならず、 最も高いところまで5分かかった。
Ubikeは体力に合わせて変速でき、同じところを3
分半で上ることができた。…Ubikeのサドルは座り
心地がよい。Obikeのかごは小さく、大きなカバン
は入れられない。Obikeのフレームは大きく、曲が
るときにゆらゆらする（『蘋果日報』2017年7月11日）。
・ 　〔大学生の証言〕1週間に3、4回、Obikeに乗る。
Ubikeのステーションは家から遠いので、Obikeで
家まで乗るようになった。料金も安い。でも、同級
生はクレジットカードがないため、Obikeを使って
いる人は少ない。移動の途中でUbikeのステーショ
ンがあれば、Ubikeを優先する。Obikeは乗り心地
が悪いので（『聯合報』2017年8月7日）。
ジャイアントが提供しているだけあって、自転車自
体はUbikeの方が優れている。それに対して、どこで
も乗り捨てられることは、確かにObikeの魅力になっ
ている。15分2元という低料金も評価されている。一方、
登録にクレジットカードが必要なため、学生などは利
用しにくい。また、個人情報管理の懸念も生んでいる。
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Ubikeのステーション（筆者撮影）
